
 

 
 

な調整事項や円滑な合意形成のための留意事項を解

説している。例えば、関係者との調整事項について

は、事業全体や各事業段階（路線選定段階、設計段

階、施工段階）の基本的な流れを図-2のように示す

ことで、実施すべき業務や関係者間の調整内容を俯

瞰できるようにした。 

 

図-2 路線選定段階の基本的な流れのイメージ 

 

①路線選定段階における合意形成 

路線選定段階の合意形成の意義、地方公共団体の

無電柱化推進計画を策定する際のポイント、無電柱

化の事業化時に検討すべきこと等について記載して

いる。地方公共団体の無電柱化推進計画を策定する

際のポイントとしては、国の無電柱化推進計画や都

市計画マスタープラン等の上位計画や関連計画を踏

まえ無電柱化方針を検討すること、無電柱化方針を

根拠として無電柱化の候補路線を選定していくこと

等を挙げ、これらに関する留意事項を解説している。

無電柱化の事業化時に検討すべきことには、裏配線・

軒下配線の採用や既存ストックの活用等の低コスト

手法の採用可能性の検討等がある。裏配線・軒下配

線を採用する場合は、住民合意が不可欠になること

を検討時の留意事項として解説している。 

 

②設計段階における合意形成 

設計段階の各実務における合意形成のポイントを

記載している。特に、設計段階で調整すべき内容が

多岐にわたる地上機器の設置、既存ストック活用に

ついては、詳しい内容を記載している。地上機器の

設置については、歩道上の交通の安全性や円滑な交

通に配慮が必要な場合の工夫等を解説している他、

良好な景観形成を目的とした無電柱化においては、

図-3のような周囲の景観等に配慮したデザインの工

夫を検討するといった留意事項を解説している。 

 
図-3 周囲の景観等に配慮したデザインの工夫 

 

③施工段階における合意形成 

工事前の住民説明の方法、施工計画の検討事項等

について記載している。工事前の住民説明について、

道路管理者や電線管理者が連携して無電柱化に係る

工事の全体像を説明することが望ましいといった留

意事項を解説している。 

 

４．おわりに 

本ガイドは、国総研HP2)において公開しているの

でダウンロードしていただき、広く活用いただける

と幸いである。また、本ガイドは今後も継続して事

例の収集や調査を重ね、内容を更新・充実させてい

く予定である。 

なお、本ガイドの作成にあたり、学識経験者と関

係事業者からなるワーキンググループ(WG)において、

記載内容についてご意見やご助言をいただいている。

WGの委員各位に厚く御礼申し上げたい。 

☞詳細情報はこちら 

1） 国土交通省：無電柱化推進計画 

https://www.mlit.go.jp/road/road/traffic/chicy

uka/pdf/21-05.pdf 

2）無電柱化事業における合意形成の進め方ガイド

(案)  

http://www.nilim.go.jp/lab/dcg/kadai6-

mudenchu-guide.html 
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１．はじめに

木材需要拡大に向け、木質混構造を活用した中層

の大規模建築物の建設を普及・促進するため、より

一般的で合理性のある構造設計技術や防耐火設計技

術を開発するとともに、設計に必要な壁や床等の建

築物各部のデータを充実させるための構造性能や防

耐火性能の実験を行っており、その概要を報告する。

２．技術開発の概要

木の構造材を表面に見せる大型建築物の一般化・

合理化した設計技術の整備

木の構造材を表面に見せるために必要な構造実験

や火災時の影響を把握するための火災実験を実施し、

設計に参照されるデータを収集した。

国内では実現が難しかった天井面に木の構造材を

表面に見せるための防耐火設計技術を提案し、その

有効性を実験で確認した。

中層 工法＋ 混構造に関する構造実験を実施し、

鉄骨ブレース構造と同等の構造性能を有することを

確認した。

ガイドラインの作成、共同住宅設計例

階建木質系復興住宅の構造設計ガイドライン及

び簡易モデルによる構造設計例を作成した。

立面混構造の合理的な構造設計例の作成

中層大型木質系建築物で，構造耐力やコストの面

でメリットのある立面混構造（ 工法＋軸組

×4工法、 ＋ 工法）について、合理的な設計

方法を開発するため設計例を作成している。

図 対象とした立面混構造

コスト削減に資する 等合成床構造の仕様例の

作成と構造・耐火性能の実験的確認

一般的な工法がなく耐火被覆や遮音対策のコスト

が高い中層大型木質混構造建築物の床工法について、

コスト削減に資する 等合成床構造（ 等木質

パネル床、 床梁 壁）の仕様例を作成し、構造・

耐火性能を実験で確認している。

写真 合成床試験体の耐火試験（試験後）

３．おわりに

新たな木材需要拡大や建設コスト低減に向けて、

引き続き、より合理的な構造設計法や合成床構造等

の一般工法・耐火被覆工法の提案を行っていく予定

である。
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